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件 名 「青海島ダイビングフェスティバル」の実施について 

 
このたび、青海島ダイビングフェスティバルが実施されますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 名   称  青海島ダイビングフェスティバル２０１５ 

 

２ 目   的  四季を通じて楽しめる素晴らしいダイビングスポットとして、口コミで人

気が広がっている青海島において、プロカメラマンの目から見た青海島の

魅力を伝えるスライドトークショーや、多くのダイバーから応募があった

水中フォトコンテストの表彰、ダイビング器材を扱う１２社のメーカーが

一同に集うモニター会などを行う大規模なダイビングイベントを開催し、

県内外からの観光ダイバーの誘客を図ること 

 

３ 主催・共催  主催：青海島スキューバダイビング安全対策協議会 

         共催：長門市マリンエコツーリズム推進協議会 

 

４ 日   時  平成２７年４月２５日（土） 

         ・１０：００ 開会式 

         ・１５：００ スライドトークショー 

         平成２７年４月２６日（日） 

         ・１５：００ フォトコンテスト受賞者発表 

         ・１６：３０ 閉会式 

         ※スライドトークショーとフォトコンテスト受賞者発表は、４人のプロカ

メラマン（別紙参照）により実施されます。 

         ※両日とも終日、器材モニター会を実施しています。 

 

５ 会   場  青海島キャンプ場（山口県長門市仙崎２０５７番地） 

 

６ トークショー出演者  中村宏治氏（水中写真家・日本水中映像） 

        吉野雄輔氏（水中写真家・吉野雄輔フォトオフィス） 

        阿部秀樹氏（水中写真家・阿部秀樹写真事務所） 

        峯水 亮氏（海洋写真家・峯水写真事務所） 

 

７ 問い合わせ  

 青海島ダイビングセンター 担当：三好芳郁 TEL：0837-26-4023 

  青海島ダイビングフェスティバル公式ＨＰ：http://omijima-divingfes.net/ 

 

 



 

＜審査員プロフィール＞ 

 

中村宏治氏 
１９４７年東京生まれ。中央大学卒。１８歳の時にスクーバダイ

ビングを始め、海洋生物の権威、益田一氏に師事。伊豆海洋公園

をベースに、水中撮影を学ぶ。１９７８年に、日本水中映像（株）

を設立。映画、テレビ、ＣＭ、大型展示映像等、あらゆる分野の

水中映像で、多くの作品を手がける。また、アメリカ、イギリス、

フランス、カナダ等、海外の映画、テレビの水中撮影も担当し、

世界で活躍している。 

 

 

 

 

吉野雄輔氏 
１９４７年生まれ。大学卒業後、約 2年間世界の海を放浪、帰国後水中カメラ

マンとなる。世界の海を舞台に撮影を続け、山渓ハンディ図鑑「日本の海水魚」

ほか、図鑑への写真提供、写真集多数。年間半分は、海に出て撮影。訪れた国

は８０カ国程度。吉野雄輔フォトオフィスを主催。広く大きな海の写真から、

マクロの世界まで、日本・外国の海洋生物 5000 種、海洋風景、ダイビングシ

ーン、マリンイメージなど、写真集・図鑑・児童書・雑誌・広告と幅広く活躍。

現在「月刊ダイバー」にて「吉野雄輔のそこいらにいる可愛い生きもの」好評

連載中！ 

 

 

 

 

阿部秀樹氏 
１９５７年、神奈川県藤沢市に生まれる。立正大学文学部地理学

科卒業、現在阿部秀樹写真事務所代表。最近は日本国内の海に眼

を向け知床半島から沖縄まで幅広く活動している。ライフテーマ

として水中生物の繁殖行動、夜の海、水中の四季、の撮影がある。

又頭足類（イカ・タコ）では国内外の研究者との連携で撮影をお

こなっている。「第 18 期 燦々ぬまづ大使」（沼津市観光大使）。

仏映画「OCEANS」スチル写真担当（一部） 

 

 

 

 

峯水 亮氏 
１９７０年 大阪府生まれ。２０歳のときに静岡県の大瀬崎の海

の魅力に惹かれ、大瀬崎の現地ダイビングインストラクターとし

てガイドの仕事をはじめる。１年３２０日以上を潜り、フィッシ

ュウオッチングブームのさきがけとなり、番組の制作のアシスト

や著名な写真家 中村征夫氏 や 吉野雄輔氏の撮影ガイドなど

を経験しながら自らも水中撮影に励む。７年間のガイド生活を経

たのち、１９９７年にフリーランスフォトグラファーとして独立

する。２０００年には予てからの構想であった、生態写真だけを

用いた日本の海の甲殻類図鑑「海の甲殻類」を文一総合出版より

刊行し、高い評価を得る。その後、国内外の海で取材を続けなが

ら、ダイビング雑誌「ダイビングワールド」や「ダイバー」、児童書、新聞などに精力的に写真掲載を

行っている。現在は、特にクラゲやプランクトンなどの浮遊生物の撮影を国内・アメリカ・東南アジア

で継続中で、２０１０年中には平凡社よりこの１０年間の集大成「クラゲ大百科」が刊行予定。 




